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⑯ イス ラー ム 実 践 法 に 関す る 諸 基礎 及び 諸 法則 か ら : 











確信 は 疑念 に よっ て 打ち 消さ れ ま せん うる 
































人 は 法 的 典拠 の 存在 を も っ て 、 初めて 
その 不浄 性 や 
秒 難 は 物事 の 簡易 化 を 原 






































全て の 物 の 本 質 は 、 そ の 不浄 性 を 示す 法 的 典拠 が 存在 し な い 限 り 、 清 浄 で す 。 

義務 や 責任 を 問わ れ ま す 。 同様 に 全て の 物 
E 合 法 性 を 示す 法 的 典拠 が な い 限 り 、 合 法 で す 。 
因 付 け 、 必 要 性 は 禁止 され て いる 物事 を 合法 化し ます 。 











は 














必要 性 は その 程度 に ド つ て 格付 け られ ま 





不可 能 な 物事 に お いて 、 義 務 は 課さ れ ま せん 。 ま た その 必要 性 が あれ ば 、 禁 止 





解除 され ます 。 











項 は 


スト 




















ある 物事 の 害悪 を 排除 する こと は 、 何ら か の 福利 を も た ら す こと より も 優先 され ます 。 














何 か 1 つの 選 ) 











程度 の 軽い も の を 選び ます 。 
ある 物事 の 法 的 判断 を 育 


\ を 迫 ら れ た 場合 、 よ り 福 本 


























] が 多く 望ま れる も の 、 あ る い は より 害悪 の 








定 す る に せよ 否 定 す る に せよ 、 その 物事 の 原因 を 考慮 し な け 








れ ば な り ま せん 。 
イス ラー ム の 諸 義務 は 人 間 と ジン に 課さ れ ま す が 、 そ の 不履行 に よる 罰 は それ 以外 の 


も の に も 及び 
パー グー が 






































い 限 り 、 義 務 行為 と な り ま す 。3 





語ら 








( 諸 崇拝 行為 、 ア ッ ラ ー と 人 間 と の 間 の 諸々 の 取り 決め ) の 本 質 は それ 
を 示す 典拠 が な い 限 り 、 そ れ に 反し た り 変 化 さ せ た り する こと の 出来 な い 不可 侵 の も 
の で す 。 一 方 慣習 や ^ ム アー マラ テート (社会 法 、 人 間 と 人 間 の 間 の 諸々 の 取り 決め ) の 
本 質 は それ を 示す 典拠 が な い 限り 、 許 され た 合法 的 な も の で す 。 

イス ラー ム 法 に お ける 命令 は 、 それ が 推奨 行為 や 合法 的 な も の で ある と い 23 典拠 が な 


























う 典拠 が な い 限 り 、 非 合法 な も の で す 。 
































@ 偉大 か つ 蘭 厳 な る アッ ラー の ご 命令 は 全て 、 











いま す 。 そ れ ゆ え し も で は 日 


回 避 す る の で す 。 














月 用 リ 
HH 来る 限り その ご 命令 を 遂行 し 、 一 方 禁止 令 に 関し て は 一 





























また 禁止 令 は 、、 そ れ が 忌避 され る べき も の で ある と い 





全て の 人 符 の 本 質 は 合法 性 で あり 、 全 て の 害悪 の 本 質 は 非 合 法 性 で す 。 






































性 と 易 しさ 、 柔軟 さ の 上 に 成り 立っ て 
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] 





人 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た :- それ ゆえ アッ ラー (か ら の 徐 凡 の 原因 と な る 
よう な こと ) か ら 身 を 慎む の だ 。 そ し て (その ご 命令 を ) 聞き 、 従 い 、 あ な た 方 に と っ て 
よき も の を 施す の だ 。, (クル アー ン 64 : 16) 
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訳者 注 : バー ダー 





す 。 一 方 社会 法 な ど に 代表 





よっ て 括 ら れ ま す 。 
2 訳者 注 : 具体 例 に つ v 




















た と は 一 般 的 に 諸 崇 拝 行 為 な ど 、 











アッ ラー と 人 間 と の 間 の 諸々 の 取り 決め を 指し ま 





! 
され る 人 間 と 人 間 の 間 の 諸々 の 取り 決め な ど は 、 ム デー マラ ー ト と いう 名 称 に 





























\ て は この 章 の 「6. ウド ゥ ッ ー を 無効 に する 物事 」 の 項 「 自 分 が 清浄 な 状態 に ある 
か どう か 疑念 を 抱い た 際 、 ど うす べき か ?」 の 欄 を 参照 の こと 。 


1 























2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
あれ ) は 言い まし た :「 私 (の 命じ た こと ) を 、 私 が あな た 方 に 残し た も の 


ら の 平安 と 祝福 

















だ け に 留め て お く の だ 。 と いう の も あな た 方 以前 の 者 た ちら は 、 彼 ら の 預言 者 に 対す る ( 余 





















































計 な ) 質問 や (意見 の ) 相違 に よっ て 滅び た か ら で あ る 。 ゆえに 私 が あな た 方 に 禁じ た こ 
と は 避け 、 私 が あな た 方 に 命じ し た こと は 出来 る だ け 果 た す よ うに する の だ 。」( ア ル テ ブ ハ 
ー リ ー と ムスリム の 伝承 う 





信 タク ハー ジ と は 


IT 


と を いい ま 





す 。 























1 ュー タ ハ ー ジ (清浄 ) 




















:・ 具体 的 、 あ る い は 抽象 的 な 和 れ を 被っ つて いな い 、 清 浄 な 状態 の こと の こ 





1 一 外面 的 な タ ハ ー ラ と は : ウド だ ゥ ー" や 、 衣服 ・ 身 体 ・ 場 所 な どの 汚れ を 水 で 洗浄 する こ 
と に よっ て 得 ら れる 状態 の こと を いい ます 。 


2 一 内 面 的 な タ ハ ー ラ と は : 心 が シ ルク ^、 不信 仰 、 短 慢 さ 、 自惚れ 、 憎しみ 、 始 み 、 偽善 、 











RT 


















































見 栄 な どの 悪い 習慣 か ら 無 緑 で あり 、 同 時 に タウ ヒー 忌 、 イ プー マー ジ 、 正 直さ 、 真 さ 、 
確信 、 タ ジッ クル ( 身 を 委ね る こと ) な どの 美しい 性 質 で 満た され て いる 状態 の こと を い 
いま す 。 ま た 偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー へ の 悔 悟 や 罪 の し を 全う こと 、 ま た か れ を ズ イ 
グル 。 ( 念 唱 ) する こと な ど だ が 、 その 状態 を より 完全 な も の と する で し ょ よう 。 






























































@ 主 に 語り か ける 時 の し も べべ の 状態 : 











人 は 水 に よっ て その 外面 を 清め 、 か つ タ タウ ヒ ー だ が と イー マー ンジ に よっ て その 内 面 を 清め 





れ ば 、 そ の 魂 は 



























































澄み 、 自 我 は 美しく な り 、 心 は 快活 に な り ま す 。 そ し て 清浄 な 身体 と 心 、 




















衣服 と 共に 清浄 な 場所 に お いて 、 そ の 主 に 語り か ける 最良 の 状態 へ の 準備 が 完成 され る こ 
と に な り ま す 。 そ し て これ こそ は 礼儀 作法 の 極 数 で あり 、 万 有 の 主 の 比類 な い 偉 大 さ を イア 
バー ダ ( 祭 拝 行為 ) で も っ て 讃え る こと の 最高 の 形 な の で す 。 こ れ が 「 清 浄 さ は イー マー 
ン の 半分 で ある 」 と 言わ れる 所 以 で す 。 












































1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : - 実に アッ ラー に よく 悔 悟 し 、( 心 身 を ) よく 
清め る 者 は 愛 で ら れる 。, (クル アー ン 2 : 222) 








訳者 注 : 
訳者 注 : 
訳者 注 : 





つ さ の の ょ よ の 
ゅ 簡 ロ 


山 
HK 
で ^ 
ノブ Y 








WM 


サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー ⑰288)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1337)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
訳者 注 : 詳 し く は こ 
まし く は 
E し く は 
ょ 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 イ ー マ ー ン と イー マー ン の 諸 特質 」 の 項 参 照 。 


の 章 の 「4. ウド ッ ー」 の 項 を 参照 の こと 。 
「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 シ ルク 」 の 項 を 参照 の こと 。 
「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 タ ウ ヒ ー ド 」 の 項 を 参照 の こと 。 
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2 一 アプ ブー・ マ ー リ ク ・ ア ルー ニア シュ アリ ー ( 役 に ア ッ ラ テラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
( 彼 に アッ ラー か ら の 
トーANA ド nM ジー (デア ッ テー 
(善行 の ) 利 


「 ア ッ ラ ー の 使徒 
ー ン の 半分 で あり 、 
う 言葉 の 念 唱 ) は 








人 @ 心身 の 健全 さ : 


アッ ラー は 人 間 を 肉体 と 魂 か ら お 創り 
和 機 れ が 蓄積 し ます 。 つ まり 発汗 な どの 肉体 の 内 部 か ら の 和 れ と 、 
、 頻繁 に 洗浄 する 必要 が あり ます 。 一 方 魂 も また 、 
SS と 2 
中 を 健全 に 保つ に は 、 頻繁 に 悔 


生 れ で す 。 ゆ え 
2 つの 側面 か ら 生 れ が 蓄積 し ます 。 つ まり 始 み や 財 り な どの 心 の 内 
ー ( 委 淫 ) な ど 人 が 犯す 対外 的 な 罪 の こと で す 。 そ れ ゆ え 列 


























し 自ら の 罪 の し を 請 











悟 し 


信 タ ハ ー ラ は イス ラー ム の 美 点 の 1 つ で す 。 そ し て それ は 清 汐 な 水 を 用 い 、 
に 則っ た や り 方 で 汚れ や 有害 物質 を 洗い 落と すこ と を 言い 








に 身体 を 健全 ( 











F を 満た 


こ 保つ に は 


戸 


F 安 と 祝 




















に こ 


す 。" 」( ム スリ ム の 伝承 








う 必 要 が あり ます 。 























こ で 説明 する テー マ な の で す 。 


@ 水 の 種類 : 


全く 





ご 





変質 し な いま 






































ー 清 浄 な 水 : それ は つ 3 
l 然 の 状態 


熱 か ろ うと 冷た か ろう と 、 
を 許さ れ て いる 清浄 な 水 な の で す 。 


2 一 不浄 な 水 : 
ら て で 変化 し て し 』 


ん 。 


@ 人 3 半 4D 
分 が 排出 され た り 、 ある い は そこ 











エ 




















533 


水 が 清 浄 か 不浄 か 疑 
は 、 つ まり 清浄 さ で す 。 





清浄 な 水 が 入 っ た 容器 と 不浄 な 水 が 入 っ た 容器 が あっ た の ( 
か つ そ れ ら 以外 に 水 が な い 場 合 、 





2 で まり 





問 に 


の 変化 が 
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サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (223)。 


まり 雨水 や 川 の 水 、 


多かれ 少な か れ 、 そ の 
E っ た 類 の も の で す 。 こ の 種 の 水 は 心 身 の 清 浄化 に 用 




















思っ た 時 





H 然 に 消失 し た り 














流 み 上 げた り 








あれ ) は 言い まし た * 
全て の 賞 賛 は あれ ) 」 


























均 な ど 了 肉体 の 外部 








面 の 病 と 、 不 1 








































































































は 、 水 の 元 来 の 本 質 に 基 づ 











推 














、 ま た その 変化 が 人 


出 に よっ て 清 塗 だ と いう 可能 





心身 の 清浄 化 に 用 


ま 、L7G 3 
清浄 さ は イー マ 








(と い 





に な られ まし た 。 そ し て 肉体 に は 2 つの 側面 か ら 











か ら の 


イス ラー ム ょ ふ 法 
E す 。 そ し て これ こそ が 、 こ 


ーー 


H 然 に 湧き 出 た りす る 地下 水 な 
に ある 水 の こ と を 指し ます 。 真 水 で あろ うと な か ろう と 、 
関係 は あり ませ ん 。 この 種 の 水 が 、 


2 らき 





然 の 色 や 風味 、 匂 い の い ずれ か が 不浄 な 物質 に よ 




















いる こと が 日 























いて 考え ます 。 


に で 2 








H 来 ませ 


まく な る まで 不浄 な 
に 十分 な 量 の 清浄 な 水 を 足し 加え た りす る こと に よ 














水 の 本 質 と 








区 別 が つか な く な っ 
性 が より 高 





方 の ポポ で だ めも ます る 


@ 清浄 な 状態 と 不浄 な 、 あ る い は 非 合 法 な 衣服 の 2 枚 の 服 が あっ た の に 、 そ の 区 別 が つか 
な く な っ て し まい 、 か つ そ れ ら 以外 に 他 の 衣服 が な い 場 合 、 清浄 で ある と 推測 する 方 の 
衣服 を 着 て サラ テー (礼拝 ) し ます 。 こ の 場合 - アッ ラー の 思 し 有 万 し と 共に - サラ ー は 正 
し く 有 効 な も の と な り ま す 。 

























































































SAI 











⑯ 小さ な 乏 れ "と 大 き な 稼 れ "の 清浄 化 は 、 水 で と り 行 われ ます 。 し か し も し 水 が な か っ た 
り 、 あ る い は その 使用 に よっ て 何ら か の 被害 を 第 っ た りす る 葉 れ が ある な ら ば 、 水 を 用 
い ず に タタ ヤン ム ス ム " を 行い ます 。 























体 を 落と す の に 十分 な 効能 を 有する 清浄 な 物質 を 用 いて 清浄 化し ます 。 


































































































⑯。 ドッ ラー に お いて 水 を 注ぐ 際 に は 、 あ ら ゆ る 清浄 な 器 を 用 いる こと が 出来 ます 。 正 し そ 
の 問 が 盗ん だ も の で あっ た り 、 金 や 銀 で 出来 て いる 場合 は 別 で 、 そ の よう な 物 は 使用 す 
る こと は お ろか 所 有する こと さえ 許さ れ ま せん 。 ムスリム が その よう な 容器 を 用 いて ウ 
ドゥ ー を すれ ば その ウド ッ ー 自 体 は 有効 で す が 、 同 時 に 罪 を 犯す こと に も な り ま す 。 
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念 不 信仰 者 の 使用 する 器 や 衣服 な ど は 、 そ の 長 の 状態 が 未知 で ある 場合 に お いて 、 使 用 す 
る こと が 出来 ます 。 と いう の も 物事 の 本 質 は 清浄 で も や る か ら で す 。 し か し も し それ ら の 
不浄 性 が 分 か っ て いる “な ら ば 、 そ れ ら は 水 で 洗浄 し な けれ ば な り ま せん 。 






































@ 人 金 ざ 銀製 の 器 を 用 いる こと に 関す る 法 的 見 解 : 




















男女 の 別 な く 、 人 金銀 の 食器 を 飲食 や その 他 の 用 途 に 使用 する こと は 禁じ られ て いま す 。 
但 し 女性 が 金 を 装飾 品 と し て 用 いる こと や 、 男 性 が 銀 の 指輪 を 装着 する こと は 許さ れ て い 
ます 。 ま た 破損 し た り 欠 落し た り し た 歯 や 鼻 な どの 修復 の た め 、 や む を え ず それ ら を 使用 
する 場合 も 別 で す 。 


































































































1 一 フ ザ イフ ァ ・ ブ ン ・ ア ル テ ヤ マー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 
は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た 絹 や 錦 を ま 
と っ て は な ら な い 。 そ し て 金銀 で 出来 た 器 で 飲ん だ り 、 食 べた り し て は な ら な い 。 そ れ 






























































) 訳者 注 :「 小 さ な 生れ 」 と は 、 排 便 、 放 慣 、 熟睡 や 失神 や 本 町 な ど に よる 一 時 的 な 分 別 の 喪 失 な ど に よ 
っ て 陥る 状態 の こと で す 。 
"訳者 注 :「 大 き な 乏 れ 」 と は 、 精液 の 発射 、 性 交 、 月 経 や 産後 の 出血 な ど に よっ て 陥る 状態 の こと で す 。 
| 訳者 注 : 詳 し く は この 章 の 「8. タ ヤ ン ム ム 」 の 項 を 参照 の こと 。 

訳者 注 : 具体 例 と し て は 、 そ れ ら の 調理 器具 や 食器 類 が イス ラー ム に お いて 禁じ し られ て いる 食物 を 調 
し た 後 の も の で ある も の で あっ た り 、 ま た それ ら の 衣服 類 が 尿 な どの 付着 し た も の で ある こと を 知っ て 
いた りす る 場合 な どの こと で す 。 
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ら は 現世 に お いて 彼ら (不信 仰 者 た ち ) の も の で あり 、 来 世に お い 
の で ある か ら な の だ 。" 」 (アル ニテ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 











2 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
上 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平 
まし た : 「 銀 の 器 で 飲む 者 は 、 実 の と ころ その 腹 を 地獄 の 業火 で 春 え た ぎら せ て いる の だ 。」 














の ご 満 








戸 























(アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ゆ 


@ 不浄 性 に 関す る 諸 規 定 : 








ムスリム が そこ か ら E 




















て は 私 た ちの た め の も 


と 平安 あれ ) の 妻 ウ ン ム ・ サ ラマ (彼女 に アッ ラー 
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呈 あ れ ) は 言い 








安 と 祝 











ら を 遠ざけ 、 ま た その 跡 を 落と すま で 洗浄 し な けれ ば な ら な い 不 





浄 な も の に は 、 以 下 に 挙げ る よう な も の が あり ま 





人 間 の 尿 便 。 流 れる 血 。 月経 と 産後 の 出 
精液 の 発射 に 先んじ て 排 昌 









































最 の 1 丘 





1- イ ブン ・ ア ッ パ バー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、( そ の 中 で 
懲罰 を 受け て いる 2 つの 墓 の 前 を 通り か か っ た 時 、 
安 あ れ ) は こう 言い まし た : 1 彼ら 2 人 は 徳 罰 を 受け て いる が 、 





れ て いる わけ で は な い 、。 


で あり 、 も う 1 人 は と いえ ば 他人 の 言葉 を 言い ふら し て 回 
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血 。 



































マ 証 


棒 











言 者 ( 彼 に ア 
し 
ヨ ら を 尿 (の 汚れ 
る 者 で あ 




















1 人 の 者 は (存命 中 に ) 





ーー 

















排尿 後に 出る こと の ある 
HH され る 潤滑 液 。 魚 類 と イナ ゴ を 除く 死体 。 朋 
ど 食 肉 が 許さ れ な い 動 物 の 尿 便 。 犬 の よだれ (それ が 付 
は 砂 で こす り ま す )。 


し た 場合 、7 回 


白色 の 濃い 液体 。 
肉 。 ラ バ や 
水 で 洗浄 し ます が 、 





ロバ な 

















し ン 


亡者 が ) 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平 
か し 大 罪 ゆ え に 六 せら 
) か ら 守 ら な か っ た の 
っ た の だ 。*′ それ か ら 役 


























は 葉 の つい て いな い 新 鮮 な ナツ メ ヤ シ の 校 を 1 本 手 に 取る と 、 そ れ を 2 つ に 折り 、 各 々 の 











墓 に 突き 刺 し まし た 。 それで ( 教 友 た ち は ) 言い まし た 
の ここ を す 6 の で ボ お が 92 














( 頂 堂 者 は) 言 め まし た た 








その 校 が 干 








アデ アッ ラー の 使徒 よ 、 な ぜ そ の よ 





か ら び る まで の 間 、 彼 


ら の 罰 は 軽減 され る だ ろう 。"」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 ) 





2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 3 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝 
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司 四 計 記 


:「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 








あれ ) は 言い まし た 犬 が よだれ を 





諾 らし た 和装 を 清浄 な 状態 





























に する に は 、 そ れ を 7 回 





上 選 の ル (本 上 下 NT ZZ 人 





人 @ 人 不浄 な 物質 が 付 




















し た 靴 や 靴下 は 、 そ の 物質 の 跡 が 無く な る 














( 水 で ) 洗浄 する の だ 。 そ し て その 1 回 
ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 め 



























































り 、 清 浄 な 状態 に な り ま す 。 





サーブ 
り リト デジ 
は 
ee な 


・ ア ル テ ブ ハー リー (3426) 、 
・ ア ル テ ブ ハー リー (S$634) 、 


アル テ ブ ハー リー (172) 、 ず 
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E で 地 還 


は 砂 で も っ て (こす る 





で この る こと に よ 

















ヒー フ ・ ム スリ ム (2067)。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
ヒー フ ・ ム スリ ム (2065)。 文 章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
アル = テ ブ ハー リー (1361) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (292)。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 
ナ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (279)。 文章 は ムスリム の も の 。 








人 @ 眠る 除 に は 器 を 呈 い や 蓋 で も っ て 引い 、 水 入れ の 口 を 閉め 、 火 を 消す こと が 勧め られ て 
いま す 。 


























